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 2012 年 8 月 1 日 国立国語研究所 

 

 

宮古諸方言の音韻 

─体系と比較─ 

トマ ぺラール・林 由華 

１ はじめに 

  宮古諸方言は，沖縄県宮古島市および多良間村で話される南琉球諸方言の一種である。

集落ごとに方言が異なり，差異の程度の違いはあるが 30～40 の方言があると考えられる。

本稿では，このうち，2011 年 9 月に調査を実施した上地，与那覇，久貝，伊良部，保良，

国仲，大浦，島尻，来間，池間，狩俣，砂川，野原の 13 地点からのデータを中心として，

宮古諸方言の音韻を歴史言語学上の音対応に基づいて整理し，その全体像を示す。従来，音

対応というと，日本（古）語との対応の考察が主になっているが，ここでは必ずしも日琉祖

語まで遡るわけではなく，主に方言間の比較のための宮古祖語の段階における対応関係を見

る1。（特に指定されていない場合，祖形の標識である*は宮古祖形を示している。） 

 宮古諸方言の音韻についての先行研究としては，平山・大島・中本(1967)，中本 (1976)，

平山(編)(1983)，名嘉真 (1992) などに，各地の音素や音韻の特徴がまとめられている。最

近でも，中本 (2000), 仲原 (2002)，下地 (2003), かりまた (2005), Shimoji (2008, 2011)， 

Pellard (2009, 2011) ，Hayashi (2011) など，個別の方言の音韻体系の調査・研究も進め

られており，各地の音韻が明らかにされつつあるが，宮古諸方言の音韻の解釈については研

究者ごとに大きく異なっている。宮古諸方言には，子音的噪音が自由変異として現れる母音

や，特定の母音の存在を音声・音韻的に認めることが困難な音節が存在し，その音価や音韻

的解釈を巡ってさまざまな議論がなされている。この議論の中心にあるのが，中舌母音もし

くは舌先（尖）母音と呼ばれたり，[s~z] の音価を持つ成節子音として分析されることもあ

る，子音的要素と母音的要素の両方ををあわせもつ音素である。このほかに，v や ɾ ([ɭ]) 

が成拍的になりえること，また音声的にも広母音であっても無声化しやすいという性質など

があり，（少なくとも音声上の）音節の中核を子音的要素が占めることが多く，「子音性が

強い」（沢木 2000）方言群とされる。これらを含めた音韻解釈に関する問題は，北村

(1960)，かりまた (1986, 1987), 加治工 (1989)，沢木 (2000) などでも考察されているが，

未だ多くの課題がある。この問題の多くには，子音と母音のあり方が日本語などと大きく異

なるため，どのような分析の枠組みを用いるのかの違いに由来した意見の相違も含まれてい

ると考えられる。本稿で扱えるのはこの問題のごく一部であるが，研究史上で詳細に議論さ

                                                
1 宮古祖語の再建形については Pellard (2009)，琉球祖語の再建形については Thorpe (1983) 
を基にしている。 
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れることの少なかった形態音韻現象について考察を加え，宮古諸方言の音韻特徴の一端を示

したい。 

 上述の問題に対する議論も含めつつ，本稿では，宮古祖語で想定される各音素が各地でど

のように現れているのかを見ることにより，宮古諸方言としての共通点と方言間の相違点を

まとめる。また，ここでの表記は簡易音声表記であり，表中のデータにはそれぞれの調査者

によるものを用いた2。本稿で扱うのは分節音のみであり，アクセントなどの音調は考慮し

ないため，データ中に音調上の特徴が記録してあっても，それは本稿中には含めていない3。 

２ 母音 

２．１ 母音の種類と特徴 

 ここでは，宮古諸方言の各母音音素ごとに，調査により得られた各地の語例と音価を示す。

また，各地で個別に起こった音変化や例外的音対応については，別途語例を提示する。 

 本稿で用いる調査結果から得られる宮古諸方言の母音の種類は，/a, e, i, o, u, ɿ/ の 6 種

類である。これらは長短の区別をもつが，/e, o/ については母音連続から変化したもので

あり，借用語をのぞいて基本的に長母音のみである。また，本稿の対象方言にはないが，こ

れに加えて多良間方言には /ëː, üː/ が認められる（下地 2003 など）4。調査対象となって

いた方言のうちでは，/a, i, u, ɿ/ の 4 つの母音を持つもの，/a, i, o,  u, ɿ/ の５つのもの，

/a, e, i, o, u, ɿ/ のものがある。また，/ɿ/ は，中国語やバンツー諸語にみられるような 

fricative vowel といえる (Ladefoged and Maddieson 1996) 音素であり，子音的噪音を持

ち合わせた母音である。なお，本稿では母音としているが，子音ととらえる解釈も存在する。 

  

２．１．１ 広母音 

/a/ 非円唇広母音[a]～[ɑ] < *a 

 宮古祖語の *a にあたる音で，各方言で [a]～[ɑ] で現れる5。 

 

 

                                                
2 一度の調査で主に一人の話者から得られた発話の音声的表記である性質上，誤記と思われるも
のも存在する。解釈にあたっては，著者の知識の範囲内で修正したものもあるが，その場合は
都度明示している。 
3 音調については，五十嵐ほか (2012) などによって，これまで 2 型とされてきた池間方言が 3
型であることが示されるなどの研究の進展がある。 
4 さらに、大神方言には*ɿ を由来としつつも摩擦音を伴わない /ɯ/ も存在し，また母音体系も
他方言と異なり /ɑ, ɛ, i, u, ɯ/ となっている (Pellard 2009)。 

5 後述するように，方言によってはこれに対応する音が /u/ で現れる場合があるが，体系的な
音変化の結果ではない。 
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表 1 非円唇広母音 

 A-187 A-062 A-174 B-060 B-002 

 あそこ 蚊 砂 羽 歯 

上地 kama ɡaʥam m̩naɡu  paː 

与那覇 kʰama ɡaʣam nnaɡʊː   

久貝 kʰama ɡaʣam mˑnaɡu   

伊良部 kʰama ɡaʣam mnaɡu pani paː 

保良 kʰama ɡaᵈzam nnaɡʊː pʰani pʰaː 

国仲 kama kadam̩  m̩naɡu   

大浦 kʰama ɡaᵈzaŋ nnaɡu pani paː 

島尻 kama ɡadaŋ nnaɡu pʰaɲi pʰaː 

来間 kama ɡaʥam mːnaɡu   

池間 kama kaʥaŋ nnaɡu hani haː 

狩俣 kama ɡaᵈzaŋ nnaɡu pani pa 

砂川 kʰḁ ̟maː ɡaʣam̩  n̩naɡu   

野原    pani paː 

 

２．１．２ 狭母音 

/i/ 非円唇前舌狭母音[i]~[ɪ]<宮*i 

 宮古祖語*i に対応する音で，各地で [i]~[ɪ] で現れる。狩俣では，*i が/ɿ/ に対応してい

る語がある。池間では，宮古祖語*ɿ が/ts/，/z/，/s/ の後を除き/i/と合流している（/ɿ/ 

の項目で後述）。また，伊良部においては，宮古祖語で *(C)ja にあたる音が ii に変化して

いる語がある。 

表 2 狭母音 

 A-170 A-059 A-129 B-093 A-110 

 海 女 風 箆 木 

上地 im̩  midum kaʥi  kiː 

与那覇 im midʊmʊ kʰadʑi  kiː 

久貝 im midum kʰaʥi  kiˑ 

伊良部 im midum kʰaʥi piɾa kʰiː 

保良 im midʊm kʰaᵈʑi pʰiɾa kʰiː 

15



トマ ぺラール・林 由華「宮古諸方言の音韻─体系と比較─」 

国仲 im̩  midum̩  kaʥi  kiˑ 

大浦 iŋ miduŋ kʰadʑi piɾa kʰiː 

島尻 iŋ miduŋ kʰaʥi piɾa kiː 

来間 im midumu kʰaʥi  kiː 

池間 iŋ miduŋ kʰadi hiɾa kiː 

狩俣 iŋ miduŋ kʰaʥi piɾa kiː 

砂川  midum̩  kaʥi  kiː ~ ki ̥ː  

野原    piɾa  

 

表 3  i の一部が ɿ に対応：狩俣 

 A-016 A-103 

 髭・毛 にんにく 

上地 pᶝɨɡi pʰil 

与那覇 pᶻɿɡi pʰiᶻɿ 

久貝 psɡi pʰiz 

伊良部 pˢɿɡi / fʋ̥ʦɿpˢɿɡi pʰiɿ 

保良 pˢɿɡi pʰiᶻɿ 

国仲 pʰɨɡi pʰiɭ 

大浦 pˢɿɡi ~ pɿɡi pʰiɿ 

島尻 bᶻɿɡi pʰiᶻɿ 

来間 psɡi piz 

池間 hiɡi hiː 

狩俣 bzɡɯ ~ bzɡï ~ bïɡï pˢïː 

砂川 psɡi ~ pˢɿɡ̥i piz ̩ ~ pi z̥ ̩ 

野原   

 

表 4  *(C)ja>ii：伊良部 

 A-165 A-189 B-029 

 昔 ない 一人 

上地 ŋ̩kjaːŋ   

与那覇 ŋkʲaːŋ  tɔʋkʲaː 

久貝 ŋkjaːŋ nʲaːŋ tḁfkeː 
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伊良部 mkiːŋ niːŋ taʋkiː 

保良 ŋkʲaːŋ nʲaːŋ taʋkʲaː 

国仲 ŋkjaːŋ  taᵛkʲaː 

大浦 ŋkʲaːŋ  tavkʲaː 

島尻 ŋkjaːŋ  tʰafkjaː 

来間 ŋkjaːŋ nʲaːŋ  

池間 ŋkʲaːŋ nʲaːŋ taukaː 

狩俣 ikjaːŋ nʲaːŋ taɸkʲaː 

砂川 ŋkjaːŋ  tavkʲaː 

野原   taʋkjaː 

 

 

/u/ 円唇後舌狭（緩み）母音[u]～[ʊ]<宮*u 

 宮古祖語 *u に対応する音で，各地で[u]～[ʊ]で現れる。また，各地でこれに対応する音

が a で現れている語が散見されるが，規則的な対応ではない。 

表 5 円唇後舌狭母音 

 A-028 A-030 A-060 A-071 B-069 

 骨 心臓・肝 人 馬 穂 

上地 puni kçɨmu ~ kɨmu pɨ s̥u nuːma  

与那覇 puni kˢɿm̥u pˢɿ t̥ʰu nʊːma  

久貝 pʰuni kˢᶻïmu pstu nuːma  

伊良部 pʰuni ʦɿmu pstu nuːma puː 

保良 pʰʊni ~ pʊni kˢɿmʊ pstʊ nʊːma pʰuː 

国仲 puni ʦɨmu pʰɨ t̥u nu̞ːma  

大浦 pʰuni kˢɿmu pstu numa pʰuː 

島尻 pʰuni kˢɿmu ttu nuːma puː 

来間 pʰuni ʦïmu pstu nuːma  

池間 huni ʦïmu pʰi t̥u ~ çtu ~ çto nuːma huː 

狩俣 pʰuni kˢïmu pstu nuːma puː 

砂川 pu̥ni ~ pʰuni ksmu ~ kˢɿmu pstu̥ ~ pstu̥ ̟ nuːma̟ ̥  

野原     puː 
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表 6  u : a の不規則的な対応の例 

 A-132 A-032 A-079 A-115 

 雲 膝 卵 福木 

上地 kumu ʦɨɡusɨ tunaka pu̞kukuɡi 

与那覇 fʊm ʦɿɡʊsɿ tʰʊnaka pʰʊ̥kʊɡiː 

久貝 fumu ʦïɡusï tunak̠ʰa pʰukaʣɡiː 

伊良部 fumu ʦɿɡusɿ (kʰuːɡa) kupuʦɿɡi 

保良 fʊmʊ ʦɿɡʊsɿ tʰʊnaka fʊ̥kʊkɿɡiː 

国仲 fumu ʦɨɡusɨ tunuka pu̥kuʦɨɡiˑ 

大浦 kʰumu suɡasɿ tʰunaka pʰukaɡi 

島尻 fuma tuɡusɿ ~ tuɡasɿ tʰunaʁa kʰu̥paɡᶻɿɡiː 

来間 fumu ʦïɡusï tʰunuka pukuʦïɡiː 

池間 m̥mu sïɡusï tunuka kuʦïɡi 

狩俣 fumu ʦïɡasï tunuɡa pʰu̥kaɡaɡiː 

砂川 ɸu̥mu ʦɡusɿ ~ ʦɿɡusɿ tu̥naka pu̥ku̥kukiː ~ pu̥kukuɡ̥ ̟i 

野原     

 

２．１．３ 半狭母音と二重母音 

 宮古諸方言における半狭母音は，主に母音の融合に由来している。/e/ については *ai や

*Cja，/u/ については *au や *ua がその由来である。ただし，*au < oː 以外の変化につ

いては，必ずしも一方言内の同一環境内全てで起こっている訳ではない場合がほとんどで，

例外も多い。 

 

/e/ 非円唇前舌半狭母音 

 /e/ については，以下の二つの由来がある： 

● *ai : 一部の語彙に見られる 

● *Cja : -i で終わる単語の主題形から変化したものの例が中心 

 

この融合の結果生じる /e/ については，現れない方言の方が多い。なお，下記のデータに

は/i/ [ɪ]の誤記例もある。 
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表 7   *ai 由来の /e/：与那覇，久貝，来間の一部の語彙 

（*ai > e の変化を受けていない語彙も参考にあげている） 

 A-131 A-146 A-157 A-004   

 地震 南 夜 額 も へ 

上地 nai pʰai     

与那覇 nai pai jʊnai  mai / meː ŋkai / ŋkeː 

久貝 nai pʰai junʲaːŋ / juneː ftai mai ŋkai 

伊良部 nai pʰai juᶻɿnaᶻɿ fʋ̥tai mai  

保良 nai pʰai jʊnai fʊ̥tai mai ŋ̩kai 

国仲 naɪ paɪbaɾa ju̞nai fu̥taɪ mai ɴkai 

大浦 nai pʰai  fu̥tai ~ ftai   

島尻 nai pʰai     

来間 nai pʰai juneː fte ̞ˑ meː ŋkeː 

池間 nai haibaɾa  ftai mai ŋkai 

狩俣 naɯ pʰai  ftai mai ŋɡai 

砂川 nai pʰai junai  mai ŋkai 

野原      ŋkai 

 

表 8 *Cja 由来の /e/：久貝の一部の語彙のみ 

 A-165 A-189 B-029  

 昔 ない 一人 -i+は 

上地 ŋ̩kjaːŋ    

与那覇 ŋkʲaːŋ  tɔʋkʲaː jaː 

久貝 ŋkjaːŋ nʲaːŋ tḁfkeː eː 

伊良部 mkiːŋ niːŋ taʋkiː  

保良 ŋkʲaːŋ nʲaːŋ taʋkʲaː jaː 

国仲 ŋkjaːŋ  taᵛkʲaː jaː 

大浦 ŋkʲaːŋ  tavkʲaː  

島尻 ŋkjaːŋ  tʰafkjaː  

来間 ŋkjaːŋ nʲaːŋ  jaː 

池間 ŋkʲaːŋ nʲaːŋ taukaː (j)aː 

狩俣 ikjaːŋ nʲaːŋ taɸkʲaː jaː 

砂川 ŋkjaːŋ  tavkʲaː jaː 

野原   taʋkjaː  
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/o/ 円唇後舌半狭母音[o] 

 /o/ には以下の二つの由来がある： 

● *au : 特に-a で終わる単語の対格形に多く見られる 

● *ua : -u で終わる単語の主題形のみに見られると考えられる 

 

*au 由来のものについては安定して /o/ で現れる方言が多いが，他の例と同じように語彙

によって異なる方言もある（保良，来間）。なお，下記の例には /u/ [ʊ] の誤記例もある。 

表 9  *au 由来の /o/：上地，与那覇，久貝，保良，大浦，来間，狩俣 

*ua 由来の /o/：久貝，国仲，来間，狩俣，砂川 

 A-027 A-093 A-130 A-136 A-183   

 痒い 食べる 竜巻 青い 門 -a + を -u + は 

上地  foː amainoŭ oː ʤoˑ   

与那覇  foː amainoː oːnʊ ʣoː oː aː 

久貝 kʰoːmunu foː ama.inoː oː ʣoː oː oː 

伊良部 kʰoːmunu foː amainoː oː ʣoːvʦɿ   

保良 kʰaʊkaʊ faʊ amainoː aʊaʊ 
ʣoː（保良）/ 
ʣaʊ（新城） 

au aː 

国仲 kau̯munu fau amaɪnaʊ aŭ dau̯ ao uː / oː 

大浦  foː amainoː oːoː ʣoːfuʦɿ   

島尻  fau amainoː aukaŋ dau   

来間 koʔokoː  ama.inoː au ʥoː aː / oː / au oː / ua 

池間 kaumunu  amaunau aumunu ʣau au uː 

狩俣 koːɡaŋ  inoː oː ʣoː au / oː oː 

砂川  
fau ~ 
faʊ 

amainau au ~ aʊ ʣau au oː 

野原        

２．１．４ 特殊母音 /ɿ/ 

 宮古祖語 *ɿ に対応する音で，前より中舌狭母音[ɨ]～非円唇後舌狭母音[ɯ]の音色に加え，

歯茎の摩擦噪音をもつ，いわゆる fricative vowel （摩擦母音）に類する母音である6･7。頭

                                                
6 *ɿ に対応する音価については，長年その調音特徴を元にこれがどんな母音であるかという議論
が続いていた（詳細はかりまた 1986 を参照）。ネフスキーによる宮古調査以来，中舌母音と
するのが主流であったが，崎山(1963, 1965) や上村 (1997) かりまた (1996, 2005) などでは，
これが調音音声学的に舌先（尖）母音であると主張している。近年，一部の方言については，
それが中舌母音的音色をもち（大野ほか 2000，青井 2010）かつ s~z に近い位置での調音もな
されており（青井 2010），中舌母音と舌先母音両方の性質を持っていることが，機器分析・実
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子音が無声子音の場合はその噪音も無声 [s] となり（例：上地「髭」pᶝɨɡi），頭子音が有

声もしくは頭子音を持たない場合は有声 [z] で現れる（例：与那覇「脚」pʰaɡᶻɿ）。特に無

声子音に挟まれた場合は母音自体が完全に無声化することがほとんどである（例：保良「光」

pskaɿ）。逆に，特に頭子音がない場合や有声の頭子音があっても語末などでは，摩擦噪音

が弱く、より接近音ないし母音に近い異音が実現する（例：上地「脚」paɡɨ）。狭めの程

度については方言ごとの違いが予測されるほか，個人間，また同一個人の同一単語でもゆれ

がみられる（例：大浦「脚」pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ）。また，方言によっては，側面音にも聞こえ

るものがある（例：上地「椀」makᵡal）。 

 なお，この母音がもてる頭子音はほかの母音より限られており，方言にもよるが最大で 

/p, b, k, g, ts, s, z, f, m/ である。池間では特に少なく，/ts/，/s/，/z/の後ろ以外では/i/

に変化している。その他特筆すべきこととして，/m/などの後ろでは[iɿ]のような二重母音

に変化している方言が多いこともあげられる。 

 また，/ɿ/ は [z] ないし [s] で現れる場合もあることから，成節的な子音として解釈され

ることもある。例えば，「人」[pstu] の音韻表記のバリエーションの例としては，

pïtu~pɿtu~pžtu などがある8。このように音韻解釈はさまざまだが，これを母音と見た場

合でも，摩擦噪音をもつという点についてはそれぞれの研究者の観察は一致しており，また

子音として見た場合は，母音のように音節主音にもなれる機能を持たせている。どちらにし

ても，子音的な性質と母音的な性質の両方をもった音素を想定することになる9。 

表 10 特殊母音 

 A-016 A-025 A-100 A-087 A-081 A-033 B-062 

 髭・毛 血 椀 
(ウニなどの)
肉・身 

魚 脚 蝿 

上地 pᶝɨɡi 
aχḁʦɨ ~ 
akḁʦɨ 

makᵡal mɨː ᶤzzu paɡɨ  

与那覇 pᶻɿɡi akʰḁʦɿ makʰaᶻɿ mᶻɿː 
zzu ~ 
ɿzu 

pʰaɡᶻɿ  

久貝 psɡi akaʦï makʰazï kaʣaᵗsanumiz zzu pʰaʣï  

伊良部 pˢɿɡi 
axḁʦɿ ~ 
ahaʦɿ 

maxaɿ ~ 
mahaɿ 

miɿ ᶻɿzu pʰaʣɿ paz ̯ 

保良 pˢɿɡi akʰḁʦɿ makaᶻɿ mᶻɿː 
zzʊ ~ 
ɿzʊ 

pʰaᵈzɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ 

paz ~ 
paɨz 

                                                                                                                                                   

験により確認されている。これは，他言語での fricative vowel が母音的要素と子音的要素の二
重調音的性格を持っているという報告とも並行するものである。 
7 脚注 4 でも述べたように，大神方言には摩擦噪音なしの /ɯ/ が存在し（*ɿ 由来），無声子音
を頭子音にとっても無声化しない。（例：大神「字」[kɯː]）(Pellard 2009) 
8 かりまた 2005 では，頭子音となる s や z の異音とする解釈の可能性も考察されている。 
9 本稿ではこれを母音としているが，音韻記号として/ï/ でなく /ɿ/ を用いる理由として，この
音素の大きな特徴である摩擦性を含意して用いられているということがあげられる。 
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国仲 pʰɨɡi akᵡḁʦɨ makaɭ ʦɨmu(ウニ) (ᶤ)zzuː pazɨ  

大浦 
pˢɿɡi ~ 
pɿɡi 

haːʦɿ makaɿ miɿ ɿzu 
pʰaɡɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ 

paᶻɿ 

島尻 bᶻɿɡi aχaʦɿ 
maχaɿ ~ 
maχaᶻɿ 

miᶻɿ zzu 
pʰaɡɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ 

paz ~ 
paɿ 

来間 psɡi 
A: akaʦï  / 
B: aᵏxaʦï 

A: makaɭ / 
B: makaz 

mïː zzu̟ pʰaʣï  

池間 hiɡi akaʦï makai miː 
zzu ~ 
ʣu 

haʣï hai 

狩俣 
bzɡɯ~
bzɡï ~ 
bïɡï 

haːʦï maːɯ mïː ïzu pʰaɡɯ 
pai / 
paɯ 

砂川 
psɡi ~ 
pˢɿ ɡ̥i 

akḁʦɿ makaz ̩ mz̩ː zzu paɡz ̩  

野原      paɡɿ paᶻɿ 

 

この母音に関しては調音特徴上の（音声学的）問題が長く議論されてきたが，これについ

ては本稿では詳しく取り扱わない（脚注 6 を参照）。ここでは，この母音と深く関係した

形態音韻論上の問題をとりあげ，宮古諸方言のもつ音韻解釈の問題について述べる。 

 

母音があるのかないのか 

 宮古諸方言においてしばしば母音の有無が問題になる音節があるが，それは主にこの特殊

母音が摩擦音・破擦音を頭子音に持った場合である。例えば，「牛」[usɨ] の s は母音を伴

って usï や usɿ と解釈されたり，成節子音として us  ̩と解釈されたりする。音声的には，こ

の第 2 音節目は必ず無声で現れるというわけではないが10，このように解釈されるのには，

主に形態音韻論上の現象に理由があると考えられる。 

 「音素があるか，ないか，子音なのか母音なのか」という問題は，それぞれの方言ごとに

音韻システム全体を考慮して決定されるべき問題である。しかし，関連する音韻現象を包括

的に考慮している研究は多くはない。本稿で方言ごとの問題全体を解決する議論をすること

はできないが，ここではひとまず，母音の有無についての議論でしばしばとりあげられる形

態音韻現象をの一つをとりあげ，問題解決にあたり考慮すべき点について考察する。また，

これは未解決の問題であることもあり，本稿がとる表記・解釈は，宮古祖形に近い形をとり，

成節子音かどうかはっきりしないものには母音を補った形で書く。 

 

 

 

                                                
10 音声的に母音を挿入するという場合もあるので，このこと自体がただちに音韻的に母音があ
ることを示すわけではない。 
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名詞形態音韻論 

 問題となる音節の解釈に最も深く関わっていると考えられるのが，以下に説明する名詞形

態音韻論上の現象である。宮古諸方言において，名詞の主題形，対格形は，付加される語の

語末音の性質により以下のように異なった形で現れる。表 11 は，狩俣の例である。 

表 11 狩俣方言における語末の音節の種類と主題形，対格形11 

（-- 部分は未調査） 

語末の音節の種類  主題形（～は） 対格形（～を） 

C 

海 im imma immu 

犬 in inna innu 

蛇 pav pavva pavvu 

(C)V[+摩擦音] 

牛 usɿ ussa ussu 

妻 tuzɿ12 tuttsa tuttsu 

道 ntsɿ nttsa nttsu 

豆腐 toofu tooffa tooffu 

-pɿ -- -- 

紙 kabɿ kabzza kabzzu 

月 tsɿkɿ13 tsɿkssa tsɿkssu 

脚 paɡɿ paɡzza paɡzzu 

米 maɿ mazza mazzu 

CV 

傘 sana sanaa sanau 

酒 saki sakjaa sakjuu 

蛸 taku takoo takuu 

(C)VV 

木 kii kiija kiiju 

声 kui kuija kuiju 

字 zɿɿ zɿɿja zɿɿju 

屁 pɿɿ -- -- 

CC 芋 mm mmma mmmu 

 

 表 11 で問題とするのは、語末が C もしくは(C)V[+摩擦音]（ɿ もしくは摩擦化した u）

で終る場合に、子音重複がみられることである。ここでは、共時的解釈について検討する前

に，まずこのような形が歴史的にどのように発生したかを簡単に見ておきたい。 

                                                
11 表 11 のデータは，国語研の調査からのものに，著者個人の持つデータを補ったものである。
表記は著者により変えている。 
12 重子音となれる音の制限のために，無声であらわれていると考えられる。 
13 国語研調査では tskssu の形でているが，この形も存在する。 
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 かりまた (1996, 2007) などでも述べられているように，宮古諸方言においては，特殊母

音 ɿ に後続する半母音 w, j や流音 ɾ が摩擦音 s, z になるという歴史変化が起っている14。

(1) は，かりまた (2007) からの例を表記をかえて用いたものである。 

 

(1)    「月」tsɿkssu < *tsɿkɿju （「つくよ（月夜）」に由来） 

「魚」zzu  < *ɿwu （「いを」に由来） 

「白」ssu  < *sɿɾu（「しろ」に由来） 

 

主題標識，対格標識の宮古祖語における形式はそれぞれ *ja, *ju と考えられ，これらが *ɿ 

でおわる語に接続した場合においても，これと同様の変化が起っている。 

 

(2)    「髪を」kabɿ + ju > kabɿ=zu [kabzzu] （表 11 より） 

 

表 11 にあるように，子音終わりの語においてもその子音が接続した j を同化するという変

化が起っている（「海」im の対格形：im=mu）。ここでは変化のプロセスについて詳細

な議論は行わないが，同様に ɿ 終わりの語においても，この母音の持つ子音的要素が後続す

る j を同化したという現象だと捉えることができるだろう15。 

 ただし，表 11 で語末が (C)V[+摩擦音] としたもののうち，sɿ，zɿ，tsɿ，fu16 について

は，大きく分けて 2 種類の解釈がある。それは，これらを bɿ, (pɿ)，kɿ，gɿ, mɿ 終わりの語

と同様に音節核となる ɿ（f の場合は摩擦化した u）をもつとし，母音が j を摩擦音にする

規則を想定するか17，母音が脱落し成節子音となった s，z，ts，f が，m，n，v と同様に直

接 j を同化したとみるかである。 

                                                
14 このように摩擦母音が後続する子音に影響を与えることは，バンツー諸語の一部にも見られ
るものである (Ladefoged and Maddieson 1996)。 
15 かりまた (1996, 2007)では空気力学的観点からこの変化の原因を考察しているほか，青井 
(2012) では，この変化のプロセスについて，自律分節音韻論的分析 (autosegmental 
phonology) により，/ɿ/ の舌先性が拡張することによって半母音や流音が摩擦化したと説明し
ている。 
16 fu は琉球祖語の *ku, *pu に由来している。これを f と捉えるかりまた (2007) によれば，
「*u から変化した v が先行子音 *p，*k を調音位置（唇歯），調音方法（摩擦音）に変化を生
じさせ，逆に，*p，*k は，後続の v を無声化させるという相互同化によって，f に融合したと
かんがえる (p.44)」としている。しかし，u の異音として v を残し /fu/ [fv] と解釈すること
も可能であり，その場合は特殊母音 ɿ と同様に摩擦母音として，その唇歯での摩擦により j が
同化したとできる。 

また，fu（あるいは f）が後続する子音を同化して生じた重子音を持つ語例は，他にも多くあ
る。           
 例） 「黒」ffu < furu（「黒」に由来） 
 「枕」maffa < mafura （「枕」に由来） 
17 C*ɿ (C: 破擦音)に *ju が後続する場合はさらに同化が起り，例えば*tsɿ に *ju が接続した場
合には，tsɿ + ju > tsɿsu > ttsu となる。（歴史変化の例.伊良部「月」 tsɿkɿju > tsɿtsɿju >  
tsɿttsu） 
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 これはそのまま共時的な分析の問題にも繋がっている18。表 11 の主題形，対格形におい

て子音が重複してあらわれる，語末 C および語末(C)V[+摩擦音] の語については，自身と

は別に音節核 (ɿ) を必要とする p, b, k, g, m のグループ (グループ A とする)と，単独の成

節子音として見ることができる m, n, v (グループ B とする)19があり，s，z，ts，f を A, B 

のどちらのグループにいれるのかが解釈の上で最も大きな問題となる。その理由は，s，z，

ts，f という成節子音を認めるかどうかという，音素配列や音節構造，音素のクラス分けと

いう，一言語の音韻システムにとって極めて大きな問題に繋がっているためである。そして，

この s，z，ts，f を成節子音と同じグループにいれるということが，冒頭で述べた「牛」us  ̩

の 2 音節目には母音がないとする態度をとることである。大まかに言えば，表 11 の音韻現

象をできるだけ統一的に解釈するための方法は，以下の 2 通りである20。 

 

1. s，z，ts，f は グループ A の子音と同様，音節核（ɿ など）を自身以外にもつ（成節

子音として認めない） 

2. s，z，ts，f は グループ B の子音と同様音節核を必要とせず成節子音となれる 

 

音韻解釈にこの形態音韻論の問題を考慮する・しないにかかわらず，これまでの主流は 1 

のように祖形における*ɿ（および u）をそのまま残す解釈である。2 に類する研究には，か

りまた (2005)，Shimoji (2008, 2011)，Pellard (2009, 2011) などがある。どちらが妥当

な説明となるかについては，各方言ごとの音韻システム（音素体系，音素配列論，音節構造，

形態音韻論）の全体を見なければ決定できないものであるが，以下では 2 をとった場合の

利点や，従来説で問題となる点を挙げる。 

宮古諸方言の中でも特に特殊な大神方言21においては，/m, n, f, s, ʋ/ が成節子音であり，

ほかの音節核（母音）を伴わず独立しているという根拠が，表 11 のような名詞形態論以外

にも存在する。例えば，大神においては「下」sta と「舌」sɯta という対立があるが，大

神には摩擦を伴わない ɯ のほかに他方言にあるような摩擦母音を設定しなければいけない

理由はなく，「下」sta の s は母音を伴わない音節とみなせる。鼻音や接近音に加え s, f も

成節子音となれるのだが，流音 ɾ は頭子音のみで，音節核としては機能しない。これは，

流音は類型論的に摩擦音よりも成節的になりやすいとする理論 (Zec 2007) の例外となるも

のだが，このことはこの方言の音節を支える主たる性質が「聞こえ度の高さ」よりも「持続

                                                
18 以下特に明言はしていないが、共時的な分析においては必ずしも対格標識を祖形と同じ ju に
する必要はなく u とできると考えられるが、方言によって異なる可能性もある。 
19 国仲などでは，これにさらに /ɾ/ [ɭ] が音節主音として加わる。 
20 表 11 の現象は歴史的変化であり，共時的には単に名詞のパラダイムとして捉えればよいとす
る考え方もある。これは，共時的な説明項とみなさないということだが，文法に対する態度に
よっては十分ありうる解釈である。この場合，この形態音韻論上の現象は考慮せずに音素体
系・配列や音節構造の整合性と音声事実に従って /ɿ/ 相当音の解釈を行うことになる。 
21 有声・無声の対立および破擦音などは持たない。 
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性」に類するものであることを示していると考えられる22。これは宮古諸方言全体にいえる

性質である可能性があり，その場合は 2 の解釈をより宮古諸方言の言語特徴を的確に反映

したものとして捉えることができる23。 

また，母音がないことを示すというわけではないが，s，z，ts，f が音節核を必要とする

グループ A（p, b, k, g, m）と異なっていることを示すデータが，長浜方言を扱った

Shimoji (2008) にも見られる。 

 

(3) a. 長浜「巣」sïï24 対格形 sïï=u （本稿での解釈・表記の sɿɿ に対応） 

 b. 長浜「日」pžž 主題形 pžž=ža （本稿での解釈・表記の pɿɿ に対応） 

         （Shimoji 2008 より） 

 

このように，(3ab) は従来両者とも特殊母音の長音を持つと解釈されていた語だが，主題形

にすると違いが生じてしまう。これは，グループ A の子音と s, z, ts, f を均質には扱えない

ことを示唆するものではあるが，(3a) のような振る舞いは，長音化が可能であるグループ

B の成節子音とも異なったものである。（グループ B の成節子音は長音化でき，例えばそ

れが主題形になると「芋は」mm=ma のように子音重複が起こる。）この場合，ほかのさ

まざまな音韻現象を見て，これらを AB どちらか近い方と同じ扱いにできるとしても，どち

らとも異なる別の規則が必要になる可能性があるだろう。 

 

以上，宮古の名詞形態論を通して，「牛」us  ̩の 2 音節目に母音がないとする解釈が生じ

る形態音韻論上の理由について簡単に述べた。これらの問題は各方言ごとに検討されるべき

ものであり，例えば池間方言のようにグループ A の p, b, k, g, m の全てが頭子音として特

殊母音と組み合わさるこがない方言では，事情が大分異なる。 

また，ここで見てきたように，宮古祖語では子音もしくは摩擦化した狭母音が後続する半

母音 w, j や流音 ɾ を同化するという歴史的変化が起っており，共時的には，そのために生

じた子音連続が多く見られるほか，動詞形態論における語幹末子音の重複という形などでも

現れる。 

 

(4)     「虱」ssam < sɿɾam (<日琉祖語 sirami) 

           「作る」語幹：tsɿf-   「作らない」tsɿf-fan (<日琉祖語 tsukur-) 

 

                                                
22 音節核になる音とならない音の違いは持続可能な音か瞬間的な音かの違いであると考えられ，
これは Jakobson, Fant & Halle (1952) にみられる continuant/interrupted という素性に近い。 
23  1 節で述べた「（少なくとも音声上の）音節の中核を子音的要素が占めることが多い」のも、
この性質と関係したものといえる可能性がある。 
24 Shimoji (2008) においても s，z，ts，f 相当の音は基底で成節子音として扱われており，こ
の ï は挿入母音となってる。 
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このような現象も含め，各方言内でその音韻全体がもっともうまく説明できるシステムの中

で，母音の有無も決定されるべきであろう。 

以上，特定の音節における母音の有無の問題について，宮古諸方言における名詞形態論を

いかに説明するかという観点から簡単に述べた。ここで全ての要素を考察できたわけではな

く，詳細はまた稿を改めて議論したい。 

２．２ 母音体系 

 以上，宮古諸方言の母音の各音素を見てきたが，母音体系ごとに，以下のようにまとめる

ことができる。 

 

● ４母音体系：/a, i, u, ɿ/ 

池間 

● ５母音体系：/a, i, u, o, ɿ/ 

島尻，伊良部，砂川，保良，野原 

● ６母音体系：/a, i, e,  u, o, ɿ/ 

来間，久貝，狩俣，大浦，与那覇 

３ 子音 

３．１ 子音の種類と特徴 

ここでは，宮古諸方言の各子音音素ごとに，調査より得られた各地の語例と音価を示す。ま

た，各地で個別に起こった音変化や例外的音対応については，別途語例を提示する。 

 本稿で用いる調査結果から得られる宮古諸方言の子音の種類は，/p, b, t, d, k, g, ts, s, z, 

f, v, χ, ʁ, h, ʕ, m, n, n̥, ɾ, j, w/ である。このうち，/v, m, n, r/ については，音節主音に

なることができ，長子音として単独で語を形成することもある25。基本的に有声と無声の対

立がある26。 

３．１．１ 破裂音 

 音声的に，語頭では無声子音が帯気化するという特徴がある。 

 

/p/ 無声両唇破裂音 

                                                
25分析によっては，これらに加え，無声摩擦音の /s, f/，さらに破擦音の /ts, z/ も成節子音と
する場合がある。詳細は 2.1.4 節を参照。 
26脚注 21 にもあるように，大神方言のみ，有声無声の対立をもたない。 
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トマ ぺラール・林 由華「宮古諸方言の音韻─体系と比較─」 

 宮古祖語 *p に対応する音で，一部の方言では以下のような変化がみられる。 

 池間：p>h/ [h~ç~ɸ] 

 狩俣，島尻，大浦：p>b/#__ɿC[+voiced]（ただし一部の語彙のみ） 

表 12 無声両唇破裂音 

 A-146 A-139 A-016 A-148 A-033 B-002 B-007 

 南 光 髭・毛 左 脚 歯 面 

上地 pʰai pçkal pᶝɨɡi 
pɨdal ~ 
pɨda 

paɡɨ paː  

与那覇 pai pˢɿ k̥aᶻɿ pᶻɿɡi pˢɿ d̥aᶻɿ pʰaɡᶻɿ   

久貝 pʰai pskaz psɡi pzdaz pʰaʣï   

伊良部 pʰai pˢkaɿ pˢɿɡi pʰidiɿ pʰaʣɿ paː 
mipana ~ 
miɸana 

保良 pʰai pskaɿ pˢɿɡi 
pˢɿdaɿ ~ 
pˢɿdaᶻɿ 

pʰaᵈzɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ 

pʰaː mipʰana 

国仲 paɪbaɾa pɨ k̥aɭ pʰɨɡi pˢɨdaɭ pazɨ   

大浦 pʰai pskaɿ 
pˢɿɡi ~ 
pɿɡi 

bᶻɿdaɿ 
pʰaɡɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ 

paː nipana 

島尻 pʰai pskaᶻɿ bᶻɿɡi bᶻɿdaᶻɿ 
pʰaɡɿ ~ 
pʰaɡᶻɿ 

pʰaː mipana 

来間 pʰai pskaɭ psɡi 
A: pʰïdaɭ / 
B: psdaz 

pʰaʣï   

池間 haibaɾa çi k̥ai hiɡi çidai haʣï haː mihana 

狩俣 pʰai pskaɯ 
bzɡɯ ~ 
bzɡï ~ 
bïɡï 

bïdaɯ ~ 
bzdaɯ 

pʰaɡɯ pa mipana 

砂川 pʰai psk̩az ̥ ̟ 
psɡi ~ 
pˢɿ ɡ̥i 

psd̩az ̩ ~ 
psd̩aɿ 

paɡz ̩   

野原     paɡɿ paː mipana 

 

 

/b/ 有声両唇破裂音 

 宮古祖語 *b に対応する音で，各地で安定して /b/ で現れる。  

表 13 有声両唇破裂音 

 A-007 A-051 A-055 A-091 A-156 A-029 

 唇 夫 子供(未成年) 砂糖黍 夕方 お腹 

上地 sɨba Bikidum~bikiʣum jaɾabi buːɡɨ jusaɾabi  

与那覇 sᶻɿba bʊtʰʊ  buːɡᶻɿ   
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久貝 sïba butʰu jaɾabi[新] buːɡᶻï jusaɾabi batʰa 

伊良部 sɿba butu jaɾabi buːʣɿ jusaɾabi bata 

保良 sɿba b̥ʊtʰʊ jaɾabi bʊ:ɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ jʊsaɾabi b̥ata 

国仲 sɨbaɣa bu̞tu jaɾabi bu̞ːʣɨ  bata 

大浦 NR butu jaɾabi buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ   

島尻 ᶻɿba butu  buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ   

来間 sïba bikidumu jaɾabi buːʣï jusaɾabi bata 

池間 fu̥ʦï butu jaɾabi buːʣï jusaɾabi bata 

狩俣 sïba budu jaɾabi buːɡï  ̠ jusaɾabi bada 

砂川 sb̥ ̟a~ spa butʰu jaɾabi buːɡz ̩   

野原       

 

 

/t/ 無声歯茎破裂音 

 宮古祖語 *t に対応する音で，一部の方言で以下の変化が見られる。 

 島尻・国仲：t > tɕ / __i 

 狩俣：t > d / C[+voiced]V__ 

表 14 無声歯茎破裂音 

 A-077 A-154 A-177 A-018 B-029 

 鳥 朝 土 力 一人 

上地 tou sɨtu̞muti m̩ta ~ m̩tḁ taja  

与那覇 tʊᶻɿ sɿtʰʊmʊti mtʰa tʰaja tɔʋkʲaː 

久貝 tʰuz s t̩umuti m̩ta tʰaja tḁfkeː 

伊良部 tʰuᶻɿ ~ tʰuɿ stumuti mta tʰaja taʋkiː 

保良 tʰʊɿ sˑtʊmʊti mta tʰaja taʋkʲaː 

国仲 tu̞ɭ sɨ t̥u̞muʨi n̩ta taja taᵛkʲaː 

大浦 tʰuɿ stumuti nta tʰaja tavkʲaː 

島尻 tʰuᶻɿ stumaʨi nta tʰaja tʰafkjaː 

来間 tʰuz stumuti mta taja  

池間 tui çi t̥umuti nta ~ mta taja taukaː 

狩俣 tuɯ stumuti nta taja taɸkʲaː 

砂川 tuz ̩ 
stumuti  ̥ 
~ stumuti 

m̩ta taja tavkʲaː 

野原     taʋkjaː 
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トマ ぺラール・林 由華「宮古諸方言の音韻─体系と比較─」 

表 15 狩俣：t > d / C[+voiced]V__の例 

 A-029 A-051 

 お腹 夫 

上地  bikidum ~ bikiʣum 

与那覇  bʊtʰʊ 

久貝 batʰa butʰu / bikiɾʲa[古] 

伊良部 bata butu 

保良 b̥ata b̥ʊtʰʊ 

国仲 bata bu̞tu 

大浦  butu 

島尻  butu 

来間 bata bikidumu 

池間 bata butu 

狩俣 bada budu 

砂川  butʰu 

野原   

 

 

/d/ 有声歯茎破裂音 

 宮古祖語 *d に対応する。島尻で，d > dʑ / __i という変化がみられる。 

表 16 有声歯茎破裂音 

 A-005 A-037 A-059 A-111 A-182 A-017 

 涙 体 女 枝 戸 腕 

上地   midum ~ miᵈðum juda  udi 

与那覇   midʊmʊ jʊda  kʰaina 

久貝 
nada / 
miːnada 

duː midum juda jadu 
udi /  
kʰaina（肩の痛み） 

伊良部 nada upʰuduː midum ida jadu kʰaina 

保良 nada dʊː midʊm jʊda jadʊ ʊdi 

国仲 nada du̞ː midum̩  juda  udi 

大浦 nada  miduŋ ida  udi 

島尻   miduŋ juda  uʥi 

来間 nada duː midumu ida jadu ude 
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池間 nada duː miduŋ juda jadu tiː / 手首 kaina 

狩俣 nada duː miduŋ ida jadu kaina 

砂川   midum̩  juda  kaina 

野原       

 

 

/k/ 無声軟口蓋破裂音 

 宮古祖語 *k に対応する音で，各地でさまざまに変化している。 

 狩俣: k > ɡ / C[+voiced]V__27 

 伊良部・国仲・来間・池間：k > ts / __ ɿ 

 k の弱化： 

伊良部：k > h ~ x / a__a 

島尻：k > χ / a__a 

大浦：#aka > #haː 

狩俣：#aka > #haː, Caka > Caː 

表 17 無声軟口蓋破裂音 

 A-126 A-129 A-139 A-164 A-110 

 灰 風 光 去年 木 

上地 kaɾapʰaʎ ~ kaɾapʰaᶻ kaʥi pçkal kuʤu kiː 

与那覇 kʰaɾapaᶻɿ kʰadʑi pˢɿ k̥aᶻɿ kʰʊʣʊ kiː 

久貝 kʰaɾapʰaz kʰaʥi pskaz kuʣu kiˑ 

伊良部 kʰaɾa paɿ kʰaʥi pˢkaɿ kʰudu kʰiː 

保良 kʰaɾapaɿ ~ kʰaɾapaᶻɿ kʰaᵈʑi pskaɿ kʰʊʣʊ kʰiː 

国仲 kaɾapaɭ kaʥi pɨ k̥aɭ ku̞du̞ kiˑ 

大浦 kʰaɾapaɿ kʰadʑi pskaɿ kʰuᵈzu kʰiː 

島尻 kaɾapaᶻɿ kʰaʥi pskaᶻɿ kʰudu kiː 

来間 A: kaɾabaɭ / B: kaɾabaz kʰaʥi pskaɭ kʰuʥu kiː 

池間 kaɾahai kʰadi çi k̥ai kuʥu kiː 

狩俣 kaɾapaɯ kʰaʥi pskaɯ kuʣu kiː 

砂川 kaɾapaz ̩ kaʥi psk̩az ̥ ̟ ku̥ᵈz ̥ ̟u kiː ~ ki ̥ː  

野原      

                                                
27 表 18 にある、島尻「卵」tʰunaʁa も、島尻で k > χ / a__a の変化が起る以前に、この変化
を受けていたと考えられる。 
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トマ ぺラール・林 由華「宮古諸方言の音韻─体系と比較─」 

表 18 狩俣：k > ɡ / C[+voiced]V__ の例 

 A-072 A-079 

 雄山羊 卵 

上地  tunaka 

与那覇  tʰʊnaka 

久貝 bikipʰinʣa tunak̠ʰa 

伊良部 bikipinʣa kʰuːɡa 

保良 b̥ikipinʣa tʰʊnaka 

国仲 bikipinda tunuka 

大浦  tʰunaka 

島尻  tʰunaʁa 

来間 bikipʰinʥa tʰunuka 

池間 bikihinʥa tunuka 

狩俣 biɡipinʣa tunuɡa 

砂川  tu̥naka 

野原   

 

表 19 伊良部・国仲・来間・池間：k > ts / __ ɿ の例 

 A-121 A-163 A-030 A-142 

 着物 昨日 心臓・肝 月（天体・暦） 

上地 kɨŋ kˢɨnu kçɨmu ~ kɨmu ʦɨ k̥ɨjuˑ 

与那覇 kˢɿŋ kˢɿ n̥ʊ kˢɿm̥u ʦɿkˢɿ / ʦɿkˢɿnʊjʊː 

久貝 kˢïŋ ksïnu kˢᶻïmu ʦkssu 

伊良部 tˢɿŋ ʦɿnuː ʦɿmu ʦʦu ~ ʦtʦu(?) 

保良 kˢɿŋ kˢɿnʊː kˢɿmʊ ʦkɿ 

国仲 ʦɨŋ ʦɨnu̞ ʦɨmu ʦɨ t̥tu̞ 

大浦 kˢɿŋ kˢɿnu kˢɿmu ʦkɿ 

島尻 kˢɿŋ kˢɿnu kˢɿmu ʦkɿ ~ ʦkˢɿ 

来間 ʦïŋ ʦïno ʦïmu A: ʦïʦï / B: ʦïʦïnujuː 

池間 ʦïŋ Nnu ʦïmu ʦïʦï 

狩俣 kˢïŋ ksn̥ ̟u kˢïmu ʦkssu 

砂川 ks n̩ ks n̩uː ksmu ~ kˢɿmu ʦks  ̩

野原     
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表 20 k の弱化の例 

伊良部：k > h ~ x / a__a 

島尻：k > χ / a__a 

大浦：#aka > #haː 

狩俣：#aka > #haː, Caka > Caː 

 A-100 A-025 A-186 A-066 A-178 

 椀 血 墓 蟻 庭 

上地 makᵡal 
aχḁʦɨ ~ 
akḁʦɨ 

pḁka akᵡɑːɭ  

与那覇 makʰaᶻɿ akʰḁʦɿ pʰaka akaːᶻɿ  

久貝 makʰazï akaʦï pʰḁka ak̠aːz ̩ minaka 

伊良部 
maxaɿ ~ 
mahaɿ 

axḁʦɿ ~ 
ahaʦɿ 

pʰaː ~ pʰa̰ː ahaː minaha 

保良 makaᶻɿ akʰḁʦɿ pʰḁka 
aᶻɿɡaɾa（保良）/ 
akʰaː（新城） 

minaka 

国仲 makaɭ akᵡḁʦɨ pḁka akaː  

大浦 makaɿ haːʦɿ pʰaka haːɿ ~ xaːɿ  

島尻 
maχaɿ ~ 
maχaᶻɿ 

aχaʦɿ pḁχa aχaᶻɿ  

来間 
A: makaɭ  / 
B: makaz 

A: akaʦï /  
B: aᵏxaʦï 

pḁka 
A: akaɭ /  
B: akaz 

minaka 

池間 makai akaʦï haka Akai minaka 

狩俣 maːɯ haːʦï pḁka haːɯ aːɾa / minaː 

砂川 makaz ̩ akḁʦɿ pḁka az ̩ɡaɾa  

野原      

 

 

/ɡ/ 有声軟口蓋破裂音 

 宮古祖語 *g に対応する音で，各地でさまざまに変化している。 

● 伊良部・国仲・来間・池間：ɡ > dz / __ ɿ 

● 島尻：ɡ > ʁ / a__a 

● 伊良部：ɡ > ʕ / a__a        
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トマ ぺラール・林 由華「宮古諸方言の音韻─体系と比較─」 

表 21 有声軟口蓋破裂音 

 A-016 A-140 A-174 A-032 A-062 

 髭・毛 蔭 砂 膝 蚊 

上地 pᶝɨɡi kaɡi  ̙ m̩naɡu ʦɨɡusɨ ɡaʥam 

与那覇 pᶻɿɡi kʰaɡi nnaɡʊː ʦɿɡʊsɿ ɡaʣam 

久貝 psɡi kʰaɡi mˑnaɡu ʦïɡusï ɡaʣam 

伊良部 pˢɿɡi /fʋ̥ʦɿpˢɿɡi kʰaːɡi mnaɡu ʦɿɡusɿ ɡaʣam 

保良 pˢɿɡi kʰaɡ nnaɡʊː ʦɿɡʊsɿ ɡaᵈzam 

国仲 pʰɨɡi kaːɡi m̩naɡu ʦɨɡusɨ kadam̩  

大浦 pˢɿɡi ~ pɿɡi kʰaɡ nnaɡu suɡasɿ ɡaᵈzaŋ 

島尻 bᶻɿɡi kʰaɡi nnaɡu tuɡusɿ ~ tuɡasɿ ɡadaŋ 

来間 psɡ kaɡi mːnaɡu ʦïɡusï ɡaʥam 

池間 hiɡi kaɡi nnaɡu sïɡusï kaʥaŋ 

狩俣 bzɡɯ ~ bzɡï ~ bïɡï kaɡ nnaɡu ʦïɡasï ɡaᵈzaŋ 

砂川 psɡ ~ pˢɿɡ̥i kḁɡi ~ kaɡ n̩naɡu ʦɡusɿ ~ ʦɿɡusɿ ɡaʣam̩  

野原      

 

表 22 その他 *g の変化の例 

伊良部・国仲・来間・池間：ɡ > dz / __ ɿ 

島尻：ɡ > ʁ / a__a 

伊良部：ɡ > ʕ / a__a  

 A-033 A-091 A-124 A-143 

 脚 砂糖黍 鏡 東 

上地 paɡɨ buːɡɨ kaɡam̩  aɣal 

与那覇 pʰaɡᶻɿ buːɡᶻɿ kʰaɡam aɡaᶻɿ 

久貝 pʰaʣï buːɡᶻï kʰaɡam aɡ̄az 

伊良部 pʰaʣɿ buːʣɿ kʰaʕam aʕaɿ 

保良 pʰaᵈzɿ ~ pʰaɡᶻɿ bʊːɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ kʰaɡam aɡaɿ 

国仲 pazɨ bu̞ːʣɨ kaɡam̩  aɡaɭ 

大浦 pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ kʰaɡaŋ (aɡaɿ ~) aːɿ 

島尻 pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ kʰaʁaŋ aʁaɿ 

来間 pʰaʣï buːʣï kaɡam A: aɡaɭ / B: aɡaz 
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池間 haʣï buːʣï kaɡaŋ aɡai 

狩俣 pʰaɡɯ buːɡï  ̠ kʰaɡaŋ aːɯ 

砂川 paɡz ̩ buːɡz ̩ kaɡam̩  aɡaz ̩ 

野原 paɡɿ    

 

３．１．２ 破擦音 

/ts/ 無声歯茎破擦音 

 宮古祖語 *ts に対応する音で，ほとんどが/ɿ/ の前に現れる例である。他の母音の前では，

方言によって /t/ で現れる語彙もある（島尻「明日」ata など）。 

 また，伊良部・国仲・保良・池間では，宮古祖語 *kɿ が /ʦɿ/ に変化している。 

表 23 無声歯茎破擦音 

 A-031 A-025 A-142 A-160 A-101 

 乳 血 月（天体・暦） 明日 茶碗 

上地 ʦɨ aχḁʦɨ ~ akḁʦɨ ʦɨ k̥ɨjuˑ aɕa / aʨ  

与那覇 ʦɿː akʰḁʦɿ ʦɿkˢɿ / ʦɿkˢɿnʊjʊː aʦa  

久貝 ʦïˑ akaʦï ʦkssu atʦa ʨʰabaŋ 

伊良部 ʦɿː axḁʦɿ ~ ahaʦɿ ʦʦu ~ ʦtʦu(?) aʦa ʨabaŋ 

保良 ʦsɿ akʰḁʦɿ ʦkɿ aʦa ʨabaŋ 

国仲 ʦɨ akᵡḁʦɨ ʦɨ t̥tu̞ ata  

大浦 ʦɿ haːʦɿ ʦkɿ aʦa  

島尻 ʦsɿ aχaʦɿ ʦkɿ ~ ʦkˢɿ ata  

来間 
A: ʦï /  
B: ʦsï 

A: akaʦï /  
B: aᵏxaʦï 

A: ʦïʦï /  
B: ʦïʦïnujuː 

aʨa ʨabaŋ 

池間 ʦïː akaʦï ʦïʦï aʨa ʨabaŋ 

狩俣 tzïː haːʦï ʦkssu aʦa ʨabaŋ 

砂川 ʦɿː akḁʦɿ ʦks  ̩ aʦḁ ̟  

野原      

 

表 24 伊良部・国仲・保良・池間：tsɿ < *kɿ 

 A-030 A-121 A-009 

 心臓・肝 着物 息 

上地 kçɨmu ~ kɨmu kɨŋ  
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与那覇 kˢɿm̥u kˢɿŋ  

久貝 kˢᶻïmu kˢïŋ ikˢï 

伊良部 肝 ʦɿmu tˢɿŋ iʦɿ 

保良 kˢɿmʊ kˢɿŋ ikˢɿ 

国仲 ʦɨmu ʦɨŋ iʦɨ 

大浦 kˢɿmu kˢɿŋ ikɿ 

島尻 kˢɿmu kˢɿŋ  

来間 ʦïmu ʦïŋ A: iᵗsï / B: iʦï 

池間 ʦïmu ʦïŋ iki 

狩俣 kˢïmu kˢïŋ ikɯ 

砂川 ksmu ~ kˢɿmu ks n̩  

野原    

 

３．１．３ 摩擦音 

/s/ 

[s]無声歯茎摩擦音 

[ɕ]無声歯茎硬口蓋摩擦音/ __ i 

 宮古祖語 *s に対応する音で，i の前では調音点が口蓋寄りになる。 

 大浦などでは，以下のように変化している。 

● 大浦・島尻：*sɿ > ɿ \ __ C[+voiced] 

● 与那覇・保良・大浦：*s > ts / N __ 

また，大浦や島尻などで，*fusV に由来する ssV がある。 

表 25 無声歯茎～歯茎硬口蓋摩擦音 

 A-156 A-173 A-032 A-113 A-098 A-007 A-008 

 夕方 珊瑚礁 膝 草 味噌 唇 舌 

上地 jusaɾabi pɕi  ̥~ pɕi ʦɨɡusɨ fu̥sa m̩su sɨba sɨda 

与那覇  ɕiː / pʰi ɕ̥i ʦɿɡʊsɿ fsa mʦʊ sᶻɿba sᶻɿda 

久貝 jusaɾabi pɕɕi ʦïɡusï fsa msu sïba sïda 

伊良部 jusaɾabi pɕɕi ʦɿɡusɿ fu̥sa msu sɿba sta 

保良 jʊsaɾabi pɕɕi ~ pi ɕ̥i ʦɿɡʊsɿ fʊ̥sa mʦʊ sɿba sɿda 

国仲  pi ɕ̥i ʦɨɡusɨ f s̩a n̩su̞ sɨbaɣa sɨ t̥a/sta 

大浦  pɕɕi suɡasɿ ssa nʦu NR ɿda~ᶻɿda 
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島尻  pi ɕ̥i 
tuɡusɿ ~ 
tuɡasɿ 

ssa nsu ᶻɿba ᶻɿda 

来間 jusaɾabi pɕi ʦïɡusï fsa 
A: mːsu / 
B: mːso 

sïba sïda 

池間 jusaɾabi pi ɕ̥i sïɡusï 
fu̥sa 
(=[fʷsa]) 

nsu fu̥ʦï ɕta 

狩俣 jusaɾabi pɕɕi ʦïɡasï fu̥sa nsu sïba sta 

砂川  pi ɕ̥i 
ʦɡusɿ~ 
ʦɿɡusɿ 

f s̩a 
m̩su ~ 
m̩su̥ 

sb̥ ̟a ~ 
spa 

sɿda~s ɿ̥da 
/ sd̩a 

野原        

 

 

/z/ 

[z]～[dz]有声歯茎摩擦・破擦音 

[ʑ]～[dʑ]有声歯茎硬口蓋摩擦・破擦音 / __ i 

 宮古祖語 *z に対応する音で，i の前では調音点が口蓋寄りになる。摩擦音もしくは破擦

音の自由変異をもつ。 

 そのほか，方言ごとに以下のような特徴がある。 

 上地・来間：ɿ の前以外では [ʑ]～[dʑ] で現れる。 

 池間：dʑa28 di dʑu dzɿ 

 島尻・国仲：i，ɿ の前以外では /d/ となる。 

 伊良部・国仲・来間・池間では，*ɡɿ が /dzɿ/ に変化している。 

表 26 有声歯茎～歯茎硬口蓋摩擦・破擦音 

 A-023 A-164 A-062 A-183 A-129 

 肘 去年 蚊 門 風 

上地 piʣɨ kuʤu ɡaʥam ʤoˑ kaʥi 

与那覇 pʰiʣɿ kʰʊʣʊ ɡaʣam ʣoː kʰadʑi 

久貝 pʰiʣï kuʣu ɡaʣam ʣoː kʰaʥi 

伊良部 pʰiʣɿ kʰudu ɡaʣam ʣoːvʦɿ kʰaʥi 

保良 pʰiᵈzɿ kʰʊʣʊ ɡaᵈzam ʣoː（保良）/ ʣaʊ（新城） kʰaᵈʑi 

国仲 pʰiʣɨ ku̞du̞ kadam̩  dau̯ kaʥi 

大浦 pʰiʣɿ kʰuᵈzu ɡaᵈzaŋ ʣoːfuʦɿ「入口」 kʰadʑi 

島尻 piʣɿ kʰudu ɡadaŋ dau kʰaʥi 

                                                
28 表 26 中のデータでは 池間「門」dzau となっているが，筆者の調査では dʑau となっている。  
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来間 piʣï kʰuʥu ɡaʥam ʥoː kʰaʥi 

池間 hiʥi kuʥu kaʥaŋ ʣau kʰadi 

狩俣 piʣï kuʣu ɡaᵈzaŋ ʣoː kʰaʥi 

砂川 piʣ̥ɿ ~ piʣɿ ku̥ᵈz ̥ ̟u ɡaʣam̩  ʣau kaʥi 

野原      

 

表 27 伊良部・国仲・来間・池間：ɡ > dz / __ ɿ 

 A-033 A-091 A-118 

 脚 砂糖黍 釘 

上地 paɡɨ buːɡɨ fuɡɨ 

与那覇 pʰaɡᶻɿ buːɡᶻɿ fʊɡᶻɿ 

久貝 pʰaʣï buːɡᶻï kʰanifuɡz / fuɡz 

伊良部 pʰaʣɿ buːʣɿ fuʣɿ 

保良 pʰaᵈzɿ ~ pʰaɡᶻɿ bʊːɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ fʊɡᶻɿ 

国仲 pazɨ bu̞ːʣɨ kanifuʣɨ 

大浦 pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ kʰanifuɡɿ 

島尻 pʰaɡɿ ~ pʰaɡᶻɿ buːɡɿ ~ buːɡᶻɿ fuɡᶻɿ 

来間 pʰaʣï buːʣï fuʣï / kʰanfuʣï 

池間 haʣï buːʣï kanifuʣï 

狩俣 pʰaɡɯ buːɡï  ̠ fuɡï  ̠~ fuɡɯ 

砂川 paɡz ̩ buːɡz ̩ fɡ̥ ̟z ̩ 

野原 paɡɿ   

 

 

/f/ 無声歯唇歯摩擦音 

 宮古祖語の *f に対応しており，基本的に [f] の音価を持つが，まれに無声両唇摩擦音[ɸ]

で現れることがある。また，下記データ中の「雲」における k は，標準語の影響であると

考えられる。 

 また，大浦などでは，*fusV が ssV に変化している。 
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表 28 無声歯唇歯摩擦音 

 A-094 A-172 A-132 A-004 A-006 

 食べ物 船 雲 額 口 

上地 faʴmunu funʲi kumu  fu̥ʦɨ 

与那覇 foːmʊnʊ fʊni fʊm  fʊ̥ʦɿ 

久貝 foːmunu funi fumu ftai fʦï 

伊良部 faɿmunu funi fumu fʋ̥tai fʋ̥ʦɿ 

保良 faʊmʊnʊ fʊni fʊmʊ fʊ̥tai fʊ̥ʦɿ 

国仲 fau̞munu funi fumu fu̥taɪ fu̥ʦɨ 

大浦 foːmunu funi kʰumu fu̥tai ~ ftai fu̥ʦɿ 

島尻 faumunu funi fuma  fʦɿ 

来間 fo̞ːmunu funi fumu fte ̞ˑ fʦï 

池間 faimunu funi m̥mu ftai fu̥ʦï 

狩俣 faumunu funi fumu ftai fu̥ʦï 

砂川 faumunu ɸu̥nʲi ɸu̥mu  f ʦ̩ ~ fʦ̩ɿ 

野原      

 

表 29 大浦・島尻：*fusV > ssV 

 A-113 A-003 

 草 櫛 

上地 fu̥sa fu 

与那覇 fsa fˢɿʊ 

久貝 fsa fsï 

伊良部 fu̥sa fʋ̥sɿ 

保良 fʊ̥sa fʊ̥sɿ 

国仲 f s̩a fsu 

大浦 ssa sː ~ sɿː 

島尻 ssa ssɿ 

来間 fsa fu̥sï 

池間 fu̥sa (= [fʷsa]) fu̥ɕi 

狩俣 fu̥sa fu̥sï = fʷsï 

砂川 f s̩a f s̩  ̩~ f s̩ɿ ̥ ̟~ fʋ̩sɿ 

野原   
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/v/ 

[v]有声唇歯摩擦音 

[ʋ]有声唇歯接近音 

 宮古祖語 *v に対応する音で，頭子音だけでなく音節主音となることができる（池間を除

く）。どちらの環境でも，摩擦音と接近音のバリエーションがあり，せばめの度合いが高い

方言と低い方言がある。u の後ろでは同化し u となる方言もある（下表「粥」を参照）。

また，一部の語彙で方言間で /f/〜/v/の揺れも観察される。 

表 30 有声唇歯摩擦音～接近音 

 A-035 A-043 A-095 A-096 

 脹脛 お前 油 粥 

上地  vva  juv 

与那覇 kʰʊːʋa ʋʋa  jʊː 

久貝 kuvva vva avva juv 

伊良部 kʰuvva jaː avva ʥuːɕa 

保良 kʊvva vva ~ ʋva avva ~ aʋva jʊv ~ jʊʋ 

国仲 ku̞ʋʋa ʋʋa aʋʋa ju̞ˑʋ 

大浦 NR ʋʋa  juʋ 

島尻 kuvva ~ kuʋva vva  juv 

来間 kuvva vva avva juv 

池間 kuvva vva avva juː 

狩俣 kuʋʋa ʋva aʋva N/R 

砂川 ku̥v̥ ̟va ~ ku̥ʋʋa vva  juv̩ 

野原     

 

表 31 方言間での/f/〜/v/の揺れ（他方言では/v/だが上地，久貝，島尻のみ/f/となる例） 

 B-029 A-184/A-149 

 一人 前・正面 

上地  mafkjaː 

与那覇 tɔʋkʲaː maʋkʰʲaː 

久貝 tḁfkeː mafk̩ʲa ~ mafï k̥ʲa 

伊良部 taʋkiː maʋkjaː 

保良 taʋkʲaː maʋkʲaː 

国仲 taᵛkʲaː maʋkjaː 
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大浦 tavkʲaː  

島尻 tʰafkjaː mafkjaː 

来間  moːtʰu29 

池間 taukaː maukʲaː 

狩俣 taɸkʲaː maukjaː / mafkʲa 

砂川 tavkʲaː mavkjaː ~ maʋkjaː 

野原 taʋkjaː  

 

 

/h/ 

[h]無声声門摩擦音  /__a 

[ç]無声硬口蓋摩擦音 /__i 

[ɸ]無声両唇摩擦音 /__u 

 以下の二つの由来をもつ。 

● *p：池間のみ，/p/ が /h/ に変化している 

● *k（a に隣接するもののみ）：伊良部，狩俣など 

 例は表 12 を参照。 

 

 

/χ/ 無声口蓋垂摩擦音 [χ] 

 島尻のみでみられる音で，<*aka における *k から変化したもの。例は表 20 を参照。日

本列島で唯一の例。 

 

 

/ʁ/ 有声口蓋垂摩擦音 [ʁ] 

 島尻のみでみられる音で，<*aga における *g から変化したもの。例は表 22 を参照。日

本列島で唯一の例。 

 

 

/ʕ/ 有声咽頭摩擦音 [ʕ] 

 伊良部のみで見られる音で，<*aga における*g から変化したもの30。例は表 22 を参照。

日本列島で唯一の例。 

                                                

29その他の方言で示されているものとは別の由来をもつ語。 
30これまでは声門閉鎖音として記述されていたものに相当する。 
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３．１．４ 鼻音 

/m/ 有声両唇鼻音 

  宮古諸方言 *m に対応。音節の頭子音の場合は両親鼻音だが，成拍的な場合（音節の中

核もしくは末子音）となる場合は，調音点を失って/n/に同化する，日本語の「撥音」にあ

たる音になる方言もある（大浦，島尻，池間，狩俣）。 

表 32 有声両唇鼻音 

 A-030 A-071 A-127 A-130 A-187 

 心臓・肝 馬 水 竜巻 あそこ 

上地 kçɨmu ~ kɨmu nuːma miʣɨ amainoŭ kama 

与那覇 kˢɿm̥u nʊːma miᵈzɿ amainoː kʰama 

久貝 kˢᶻïmu nuːma miʣï ama.inoː kʰama 

伊良部 ʦɿmu nuːma miᵈzɿ amainoː kʰama ~ kʰamaː 

保良 kˢɿmʊ nʊːma miᵈzɿ amainoː kʰama 

国仲 ʦɨmu nu̞ːma miʣɨ amaɪnaʊ kama 

大浦 kˢɿmu numa miʣɿ amainoː kʰama 

島尻 kˢɿmu nuːma miʣɿ amainoː kama 

来間 ʦïmu nuːma miʣï ama.inoː kama 

池間 ʦïmu nuːma miʣï amaunau kama 

狩俣 kˢïmu nuːma mi(ᵈ)zï inoː kama 

砂川 ksmu ~ kˢɿmu nuːma̟ ̥ miʣɿ amainau kʰḁ ̟maː 

野原      

        

表 33 成拍的な場合（音節の中核と末尾） 

 A-170 A-062 A-059 A-098 A-177 

 海 蚊 女 味噌 土 

上地 im̩  ɡaʥam 
midum 
~miᵈðum 

m̩su m̩ta ~ m̩tḁ 

与那覇 im ɡaʣam midʊmʊ mʦʊ mtʰa 

久貝 im ɡaʣam midum msu m̩ta 

伊良部 im ɡaʣam midum msu mta 

保良 im ɡaᵈzam midʊm mʦʊ mta 

国仲 im̩  kadam̩  midum̩  n̩su̞ n̩ta 

大浦 iŋ ɡaᵈzaŋ miduŋ nʦu nta 
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島尻 iŋ ɡadaŋ miduŋ nsu nta 

来間 im ɡaʥam midumu A: mːsu / B: mːso mta 

池間 iŋ kaʥaŋ miduŋ nsu nta ~ mta 

狩俣 iŋ ɡaᵈzaŋ miduŋ nsu nta 

砂川 im̩  ɡaʣam̩  midum̩  m̩su ~ m̩su̥ m̩ta 

野原      

 

 

/n/ 

[n]有声歯茎鼻音 

[ŋ]有声軟口蓋鼻音 /__# 

 宮古諸方言 *n に対応する音。音節の頭子音の場合は有声歯茎鼻音。成拍的な場合（音節

の中核もしくは末子音）となる場合は，調音点が後節する音素に同化する，日本語の「撥音」

にあたる音になる。 

表 34 有声歯茎鼻音 

 A-172 B-054 A-131 A-079 A-028 

 船 花 地震 卵 骨 

上地 funʲi  nai tunaka puni 

与那覇 fʊni  nai tʰʊnaka puni 

久貝 funi  nai tunak̠ʰa pʰuni 

伊良部 funi pana nai kʰuːɡa pʰuni 

保良 fʊni pʰana nai tʰʊnaka pʰʊni ~ pʊni 

国仲 funi  naɪ tunuka puni 

大浦 funi pana nai tʰunaka pʰuni 

島尻 funi pʰana nai tʰunaʁa pʰuni 

来間 funi  nai tʰunuka pʰuni 

池間 funi hana nai tunuka huni 

狩俣 funi pana naɯ tunuɡa pʰuni 

砂川 ɸu̥nʲi  nai tu̥naka pu̥ni ~ pʰuni 

野原  pana    
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表 35 有声軟口蓋鼻音（語末） 

 A-101 A-121 

 茶碗 着物 

上地  kɨŋ 

与那覇  kˢɿŋ / kˢɿmʊnʊ 

久貝 ʨʰabaŋ kˢïŋ 

伊良部 ʨabaŋ tˢɿŋ 

保良 ʨabaŋ kˢɿŋ 

国仲  ʦɨŋ 

大浦  kˢɿŋ 

島尻  kˢɿŋ 

来間 ʨabaŋ ʦïŋ 

池間 ʨabaŋ ʦïŋ 

狩俣 ʨabaŋ kˢïŋ 

砂川  ks n̩ 

野原   

 

 

/n̥/ 

[n̥]無声歯茎鼻音 

[m̥]無声両唇鼻音 /__C[+labial] 

 池間のみに見られる音。それぞれ，*tsɿNV > n̥NV*fum > m̥mV という出自である。

日本で唯一の例。（下記池間「角」「昨日」 nnu は共に n̥nu の誤りかと思われる。） 

表 36 無声歯茎～両唇鼻音 

 A-132 A-073 A-163 

 雲 角 昨日 

上地 kumu ʦɨnu kˢɨnu 

与那覇 fʊm ʦɿnʊ kˢɿ n̥ʊ 

久貝 fumu ʦïnu ksïnu 

伊良部 fumu ʦɿnu ~ ʦɿno ʦɿnuː 

保良 fʊmʊ ʦɿnʊ kˢɿnʊː 

国仲 fumu ʦɨnu̞ ʦɨnu̞ 

大浦 kʰumu ʦɿnu kˢɿnu 
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島尻 fuma ʦɿnu kˢɿnu 

来間 fumu ʦïnu ʦïno 

池間 m̥mu nnu nnu 

狩俣 fumu ʦn̥ ̟u ksn̥ ̟u 

砂川 ɸu̥mu ʦnu ~ ʦɿ ̥n̟u ks n̩uː 

野原    

 

３．１．５ 流音 

/ɾ/ 有声歯茎弾き音 

 宮古祖語の *ɾ に対応する。頭子音の場合は，各地で安定して [ɾ] で現れる。このほか，

成拍的音となることができ，その場合は歯茎側面接近音 [ɭ] で現れる方言もある（国仲）31。 

表 37 有声歯茎弾き音 

 A-055 A-092 A-156 

 子供（未成年） 鎌 夕方 

上地 jaɾabi ᶤzzaɾa jusaɾabi 

与那覇  zzaɾa  

久貝 jaɾabi[新] zzaɾa jusaɾabi 

伊良部 jaɾabi ɿzaɾa jusaɾabi 

保良 jaɾabi zzaɾa jʊsaɾabi 

国仲 jaɾabi ᶤzzaɾa  

大浦 jaɾabi ᶻɿzaɾa  

島尻  zzaɾa  

来間 jaɾabi zzaɾa jusaɾabi 

池間 jaɾabi zzaɾa ~ ᵈzaɾa jusaɾabi 

狩俣 jaɾabi ïzaɾa jusaɾabi 

砂川 jaɾabi zzaɾa  

野原    

        

 

                                                
31 成拍的な /ɾ/ は，*ɾɿ を由来とする。表 10 では上地や来間でも側面音が表われているが，そ
れらは音韻論的に /ɿ/ にあたるものである。 
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表 38 国仲：成拍的 /ɾ/ 

 A-077 A-155 A-126 A-139 A-143 

 鳥 昼間 灰 光 東 

上地 tou pˢɨma kaɾapʰaʎ ~ kaɾapʰaᶻ pçkal aɣal 

与那覇 tʊᶻɿ pˢɿm̥a kʰaɾapaᶻɿ pˢɿ k̥aᶻɿ aɡaᶻɿ 

久貝 tʰuz psïma kʰaɾapʰaz / pʰaz(ï) pskaz aɡ̄az 

伊良部 tʰuᶻɿ ~ tʰuɿ pˢɿːma kʰaɾa paɿ pˢkaɿ aʕaɿ 

保良 tʰʊɿ pˢɿːma kʰaɾapaɿ ~ kʰaɾapaᶻɿ pskaɿ aɡaɿ 

国仲 tu̞ɭ pʰɨɭːma kaɾapaɭ pɨ k̥aɭ aɡaɭ 

大浦 tʰuɿ pˢɿma kʰaɾapaɿ pskaɿ (aɡaɿ ~) aːɿ 

島尻 tʰuᶻɿ pˢɿnaχa / pˢɿma kaɾapaᶻɿ pskaᶻɿ aʁaɿ 

来間 tʰuz pssïma 
A: kaɾabaɭ /  
B: kaɾabaz 

pskaɭ 
A: aɡaɭ / 
B: aɡaz 

池間 tui hiːma kaɾahai çi k̥ai aɡai 

狩俣 tuɯ psm̟̥ a kaɾapaɯ pskaɯ aːɯ 

砂川 tuz ̩ pˢɿːma kaɾapaz ̩ psk̩az ̥ ̟ aɡaz ̩ 

野原      

 

３．１．６ 接近音 

/j/ 有声硬口蓋接近音 

 宮古祖語の *j に対応する。 

表 39 有声硬口蓋接近音 

 A-055 A-111 A-165 A-179 A-182 

 子供（未成年） 枝 昔 家 戸 

上地 jaɾabi juda ŋ̩kjaːŋ   

与那覇  jʊda ŋkʲaːŋ   

久貝 jaɾabi[新] juda ŋkjaːŋ jaː jadu 

伊良部 jaɾabi ida mkiːŋ jaː jadu 

保良 jaɾabi jʊda ŋkʲaːŋ jaː jadʊ 

国仲 jaɾabi juda ŋkjaːŋ   

大浦 jaɾabi ida ŋkʲaːŋ jaː  

島尻  juda ŋkjaːŋ   
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来間 jaɾabi ida ŋkjaːŋ jaː jadu 

池間 jaɾabi juda ŋkʲaːŋ jaː jadu 

狩俣 jaɾabi ida ikjaːŋ jaː jadu 

砂川 jaɾabi juda ŋkjaːŋ   

野原      

 

 

/w/ 有声両唇軟口蓋接近音 

 日琉祖語から宮古祖語への変化の過程で w は b に変化しているため，例はごくわずかで，

母音 /a/ のみが後続する。「豚」などの限られた語彙のみに出現し，v と相補分布してい

るため，v の異音である可能性がある。実際に，多くの方言では[w]ではなく[v]に近い接

近音[ʋ]が現れる（与那覇，久貝，保良，島尻，砂川）。その他の方言では重子音，末子音

（末子音），音節核の場合は v になり，単子音頭子音の場合は w となっていると考えられ

る32。 

表 40 有声両唇軟口蓋接近音 

 A-075 

 豚 

上地 waː 

与那覇 ʋaː 

久貝 vaː 

伊良部 waː 

保良 ʋaː ~ waː 

国仲 waː 

大浦 waː 

島尻 ʋaː 

来間 waː 

池間 waː 

狩俣 waː 

砂川 ʋaː 

野原  

 

 

                                                
32 この理由によって Pellard (2009: 336) では*v と再建している。 
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３．１．７ 喉頭化音の有無について 

 平山(編)1983 などでは一部の方言に の喉頭化音があるとしている。確かに音

声的に北琉球に広く存在する喉頭化音に近いものが観察されるが，語頭のみであり，母音を

伴って 2 モーラ分の長さを持つ（島尻「人」ttu33）。このため弁別的な要素は長さにあり，

喉頭の緊張はそれが閉鎖音であるために音声的に表われるもので，音韻的には重子音として

解釈すべきと考えられる34。また，北琉球の喉頭化音と異なり，母音の喪失のみに由来して

いる（例：島尻「人」ttu < 宮*pɿtu）。これに対応する音は以下のように表われる。 

 

： 池間「煙管」，島尻「人」 

： 池間「九つ」（報告データ上で kukunutsɨ とあるが，kkunutsɨ というバリ

エーションも存在する） 

[ts ]~[tts]： 池間「ソテツ」，伊良部「煙管」 

表 41 音声的に喉頭化音に近い音が現れるもの 

 A-060 B-113 B-027 B-076 

 人 煙管 九つ ソテツ 

上地 pɨ s̥u    

与那覇 pˢɿ t̥ʰu    

久貝 pstu    

伊良部 pstu tʨ(ɿ)z kukunutsɿ sdiʦɿ 

保良 pstʊ kʰiɕiːl ̻z  kukunuʦɨ ɕukʰaʦɨ  ̥

国仲 pʰɨ t̥u  ko̝ko̝no̝tsɨ so̥teʦɨ 

大浦 pstu kiɕiᶻɿ kukunuʦɿ  

島尻 ttu ki ɕ̥iɿ ku̥kunutsɿ  

来間 pstu    

池間 pʰi t̥u ~ çtu ~ çto t’iː ttiːか ku̥kunuʦɿ tʨuːʦɿ 

狩俣 pstu kˢɨsɨɯ ku̥kunuʦɯ stɿʦɯ/sɿsuʣɯ/ssuʣɯ 

砂川 pstu̥ ~ pstu̥ ̟    

野原  ki ɕ̥iᶻɿ ku̥kunutsɿ soteʦɿ 

 

                                                
33 宮古諸方言では語は最小で 2 モーラである。 
34 名嘉真 1984 にもこの見解が示されている。また，与那国などの喉頭化音と異なり，規則的
ではなく語彙的な変化で数が少なく，一部の方言の一部の語彙に現れるのみである。 
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３．２ 子音体系 

 以上，宮古諸方言の子音を音素ごとに見てきたが，子音体系という点からは，以下のよう

にまとめることができる。 

 全ての方言がもっている音素 

/p, b, t, d, k, g, ts, s, z, f, v, h, m, n, ɾ, j, w/ 

 一部の方言だけが持っている音素 

 /χ/：島尻 

 /ʁ/：島尻 

 /ʕ/：伊良部 

 /N̥/：池間 

４ 音節 

 現在のところ，宮古諸方言において音節を主要な音調規則の単位としてとりあげている報

告はない。ここでの音節は，主に形態音韻論や音素配列上の記述の単位として用いるもので

ある35。 

 音節構造は 2.1.4 節で議論した成節子音をどの程度認めるか，また前節に述べた喉頭化音

を認めるかどうかとも連動しており，さまざまな解釈がある。ここでは，成節子音は/v, m, 

n, r/ のみとし 3.1 節にあるように語頭の重子音をみとめる立場をとるので，音節構造は 

(5) のようになる。 

(5)  i) (C1)(C2)(j)V(V)(C3) 

ii) (C4)C̩5(C6) 

  このうち，i) が母音が音節核となるもの，ii) が子音が音節核となるものを示している。 

 C1C2 双方が埋まる場合は，摩擦音もしくは共鳴音 /s, z, f, v, m, n, ɾ/ の重子音

36もしくは C1 を /v, m/ とする部分重子音となる。また，池間や島尻，伊良部

                                                
35 従って，例えば CCV の 一つ目の C が１モーラの長さを持つなど，一般的な音節の理論には
当てはまらない性質もある。 
36「虱」 ssam や「子」 ffa などの重子音は狭母音の摩擦化->後続流音，半母音の同化によって
生じたものと 2.1.4 節で述べた。同じ音変化を経た名詞形態音韻論の解釈においてはこの摩擦
化する母音をそのまま残している半面，前者のような場合は母音のない重子音としている。こ
れは，前者がすでに終った変化であり，名詞形態論と同様の共時的分析をする必要がないこと，
また島尻「人」ttu のような語頭の閉鎖音の重子音のために CCV という音節が必要であり，
「虱」ssam などにもそれを適応することができるためである。 
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などでは，t，k，ts などの破裂音・破擦音も重子音として C1C2 を埋めることが

できる。 

 例）「虱」ssan，「子」ffa，「土」nta，「人」ttu 

 C3 には/v, m, n, ɾ/ がはいる（ɾ は国仲のみ。また，池間のみ，v はここに入ら

ない。）。 

 VV には長母音，異なる母音の連続両方が入りうる。しかし，方言によってどの

ような母音連続が存在するのか（しないのか）などは，本稿では扱えていない。 

 C6 には C̩5 と同じ子音が入る（＝長子音）。C̩5 にたつことのできる子音は，/v, 

m, n, ɾ/である（池間のみ，v はここに入らない）。また，C4 をもてるのは /ɾ/ 

のみ（国仲）で，C4 には唇音 (p, b, m) のみが入る。 

例）「売る」vv，「芋」mm，「韮」mɾɾna ([mɭːna~mɨɭːna]) 
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